
 
 
 
 
ワクチン自動登録システムの多目的サーバ上での 
実証実験へ向けての取り組みと、 
E2bR3プロジェクト連携の連携試験 
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 １．多目的サーバ上での実証実験 

２．ワクチン接種情報収集の初歩的なアプローチ 
３．肺炎球菌ワクチン在宅接種情報のクラウド化と 
    ワクチン副反応情報報告Ｅ２ｂＲ３連携 
４．実証実験開始に向けての課題 
５．さまざまなワクチンへの応用 
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瀬戸内圏研究センターにて、稼働させる多目的サーバを利用して、 
ＨＣＩＦ原座長先生の構想を実現化すべく、具体的なシステム連携の実証実験を 
目標とする。 

多目的サーバ上での実証実験  
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構想を実現化すべく、初めの段階として、多目的サーバを利用し、周産期電子カルテ、
予防接種支援システム、電子母子健康手帳そして、E2bR3プロジェクトとの連携を想
定した環境を構築し実証実験を行う事を目標とする。 
 
システム要件として、 
株式会社ミトラの 
    周産期電子カルテ ハローベイビープログラム 
    電子母子健康手帳  Mamaのーと 
株式会社テクノアスカの 
    清水病院 上牧先生監修 予防接種支援システムvacSISS 
    電子母子健康手帳 Melthy 
日本産婦人科医会 母子健康手帳標準化委員会 
    E2bR3プロジェクト 
が、多目的サーバのクラウド上で連携し、データーの蓄積できる環境を構築する。 

多目的サーバ上での実証実験  
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多目的サーバ上での実証実験  

クラウド環境として 
瀬戸内圏研究センター多目的サーバ 

ハローベイビープログラム 

 Mamaのーと 

vacSISS 

Melthy 

E2bR3プロジェクト 
 

ＭＹＳＱＬ 

Ａｚｕｒｅ 

SQL 
server 

InterSystems 
Caché 

電子カルテ 

グローバルドメイン 

OSやデータベース、セキュリティ方式等 
様々な環境の違いと、電子カルテ連携が必須 
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ワクチン接種情報収集の初期的なアプローチ 

各システムは、動作環境の違いや、クラウド化の課題、セキュリティ方式の違いや 
インターフェースの調整も行わなくてはならず、失敗をしないためにも、 
段階を経て構築をしなくてはならない。 
また、周産期システム、予防接種支援システムの導入には、電子カルテシステムとの
連携も必要で、メーカ様や各所のご協力、連携など、いくつかのハードルを越えて連
携、構築する作業が必要。 
 
実証実験に向けての調整・構築と並行して、早い段階でワクチン接種情報の収集を
するための、初期的なアプローチとしてE2bR3プロジェクトの環境と合わせた、 
肺炎球菌ワクチン在宅接種情報取得のプロセスのご提案を、 
ＨＣＩＦ原座長先生より頂きました。 
電子カルテとのつながりも少なく、ネットワークの環境さえ整えば、クラウド化しやすく、 
E2bR3プロジェクトともシームレスに連携できる。 
また、タブレットを利用する事により情報の入力を医療従事者にて行う事が出来、 
初期的なアプローチとしては実績を残すことができる。 
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多目的サーバ上での実証実験  

クラウド環境として 
瀬戸内圏研究センター多目的サーバ 

E2bR3プロジェクト 
 

InterSystems 
Caché 

電子カルテ 

必要最低限の情報 

肺炎球菌ワクチン在宅
接種 

OSやデータベース、セキュリティ方式等 
様々な環境を同じ環境で構築する。 
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ワクチンのロット番号・有効期限
などの情報をクラウドに収集 

訪問日 
患者番号 

 

多目的サーバ 

肺炎球菌ワクチン接種時 

養護老人ホーム、長期療養施設や在宅 

肺炎球菌ワクチン在宅接種情報のクラウド化と 
ワクチン副反応情報報告Ｅ２ｂＲ３連携 
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副反応の状況により、接
種時データの取り出し 

 

多目的サーバ 

次回訪問時 
（副反応発生時） 

 
 

Ｅ２ｂ情報収集プロジェクトの呼び
出し、情報入力 

 
・タブレットを使う事により 
 医療従事者によるＥ２ｂ情報の入力を現場で行う事が出来る。 
・バーコード入力を行う事により、正確なロット番号を登録できる。 

養護老人ホーム、長期療養施設や在宅 
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対象の方を一覧から選ぶと 
決定と取消ボタンが表示 

 
ここで処理される方を決めます 

対象の方が選ばれれると 
接種履歴画面が表示 

されます 

接種履歴画面で 
接種登録ボタンを押すと 
ワクチン情報の入力画面 

が表示されます 

肺炎球菌ワクチン接種時の 
画面遷移 

セキュリティ方式
としまして、ワン
タイムパスワード
の導入も検討し

ています。 
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次回訪問時の画面遷移 
（副反応発生時） 

副反応報告をする場合は接種履歴画面にて報告 
したい行を選択してから、右上のボタンを押します 

副反応報告画面に
移動しても 
よろしいですか？ 

副反応報告画面に移る前
に 

確認画面が表示されます 
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実証実験開始に向けての課題 

本日のデモンストレーションにより、多目的サーバへの移植と、 
データベースをインターシステムのCacheへ移行、 
また、グローバルIP経由にて、外部インターネットからのアクセスに関します、 
動作試験は実現できました。 
 
今後の課題として、肺炎球菌ワクチン在宅接種情報のクラウドへの収集に関する 
実証実験を、実際の現場で行うためには、セキュリティ環境の構築、 
電子カルテ連携による、必要最低限の患者情報の取得方法、 
従業員情報の設定方法を確立し早い段階での、実証実験を目指します。 
 
また、E2bR3プロジェクト連携につきましては、現状のステップとして、 
E2bR3で出力するための仕様を明らかにするまでを行っておられるとの事です。 
 
今後は、医療従事者によるデータの補完入力を経て、E2bR3形式のXMLを 
出力する事になるとの事ですので、E2bR3プロジェクトが次のステージへ 
ステップアップする事により、CIOMS－＞E2bR3 Mapping Listの蓄積が 
開始されるものと、認識しております。 
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さまざまなワクチンへの応用 

さまざまな、試験段階を経て、実用化となれば、このタブレットをオリーブナースの
方々に携行頂き、ワクチン接種情報の収集を開始できます。 
 
肺炎球菌ワクチン在宅接種情報取得システムの応用として、 
インフルエンザワクチンの在宅接種はもちろんの事、 
仕組みを応用して、子宮頸がんワクチン接種の副反応情報の収集にも 
役立てたい。 
 
また、並行して調整しております、予防接種支援システムvacSISSと 
電子母子健康手帳 Melthyの実証実験に向けての多目的サーバへの 
移植作業と他システム間連携の調整、セキュリティシステムの統合、 
データーベースの変更作業に付きまして、一刻も早くご報告が出来るよう、 
進めてまいります。 
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さまざまなワクチンへの応用 

また、先日の新聞にて、 
マイナンバーの活用範囲を広げる施策として、 
予防接種やメタボ検診など一部の医療情報に関して
の付番を可能にする方針が、政府の方針として発表
された。 
 
この動きは、原座長先生が、提唱なされていたことが、
現実に政府を動かし政府の発表につながった動きと
認識しております。 
これに伴い、予防接種支援システムvacSISSと 
電子母子健康手帳 Melthyに関しましても、 
自治体様との連携をお願いし、マイナンバーの付番
に伴う同期方法の検討をさせて頂き、 
地域や距離の制限なくＥＨＲ／ＰＨＲの利用できる環
境の構築に貢献出ることを希望します。 
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ご清聴ありがとうございました。 
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